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【第１１分科会】豊かな社会づくりを目指すダイアローグ
（地域の多様なステークホルダーにどう働きかけるか）

参加者（順不同・敬称略）

和崎 宏（ファシリテーター）
笠松 眞吾
坪田 知己
畑井 克彦
濱田 真輔
早瀬 公夫

「知徳」は、他者による貢献を認識すること。
「報恩」は恩を与えてくれた社会（仏教では仏）
や他者に報いて社会貢献すること。
古くから仏教では、感謝をすることを他者への報
いの形として重視している。
日本が世界に発信できる未来の社会哲学がここに。

慶応大学教授・国領二郎氏

【第１１分科会】豊かな社会づくりを目指すダイアローグ
（地域の多様なステークホルダーにどう働きかけるか）

フェイスブックグループにおける事前意見交換 60コメント 94人既読 3月11日14時現在

「コミュニティの強化」と「豊かな社会づくりを実現するためのコミュニティの基盤」

・若者たちが触媒となり、地域のステークホルダーのつながりを拡大深化させる(畑井氏)
・地域コミュニティの基盤を情報化の側面から支える仕組みが必要(早瀬氏)
・地域に多様な考えを容認し対話を重ねる共育(folkeoplysning)の場を再興する(星野氏)
・多様で多彩なユニットをゆるやかに連携する場と外部から支援するステークホルダーの
ネットワークをデザインする(坪田氏)
・ステークホルダー同士がネットワーク化し、協働で課題解決を実現していくことで、地
域コミュニティを支援するつながりが創造される(畑井氏)
・「自治体の課題＜地域の課題」ということをしっかりと認識し、自治体を含む社会のス
テークホルダーをつなぎ、協働で課題解決に挑むネットワークを創ることを目標とすべき
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●地域ＤＸはトップダウンだけでは難しい。ボトムアップとの合わせ技が必要。

●枠にはめることで、地域で自然に生まれる協働の芽を摘んではいけない。

●意識下にあるヤル気や本気を、対話により言語化して、協働につなぐのが肝要

●優秀なファシリテーターを随所に配置して、適材適所のテーマをあぶり出す

●子どもが主役となる協働作業を、だれの目にも見える形で実践していく

●商店や会社が地域に「縁側」を提供し、地域のメンターが学びをサポートする
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